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しむかっぷ議会広報

問
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
。
死

者
、
行
方
不
明
者
合
わ
せ
て
１
万
９

１
２
６
名
が
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し

た
。
村
の
今
後
の
支
援
を
伺
い
ま

す
。

中
村
村
長
　
　
昨
年
の
継
続
と
し

て
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
や
、
夏
休

み
な
ど
短
期
間
に
子
供
た
ち
を
受
け

入
れ
ま
す
。
ま
た
、
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
可
能
な
限
り
支
援
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
水
害
時
の
た
め
に
、
消
防
に
ラ

フ
ト
ボ
ー
ト
配
備
の
考
え
は
。

中
村
村
長
　
　
消
防
や
関
係
機
関
と

協
議
し
、
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

問
　
９
月
に
実
施
す
る
防
災
訓
練

で
、
住
民
の
災
害
に
対
す
る
意
識
を

ど
う
作
ら
れ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
初
め
て
の
防
災
訓
練

で
す
が
、
災
害
情
報
の
伝
達
や
高
齢

者
等
の
対
応
な
ど
、
い
ろ
ん
な
課
題

も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
今
回
の
訓
練
で
検
証
し
ま
す
。

問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
︵
特
定
非
営
利
活

動
法
人
︶
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的

な
課
題
を
住
民
自
ら
解
決
す
る
た
め

の
大
切
な
制
度
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
村
長
の
認
識

を
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
地

域
活
動
に
必
要
な
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
行
政
の
補
完
的
な
活
動
を
行

う
場
合
は
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
法
人
村
民
税

の
均
等
割
５
〜
６
万
円
が
課
税
さ
れ

ま
す
が
、
収
益
事
業
を
行
っ
て
い
な

い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
全
都
道
府
県
や
多
く

の
市
町
村
が
減
免
措
置
し
て
い
ま

す
。
村
も
今
後
、
減
免
措
置
し
て
い

く
べ
き
で
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま

す
。

中
村
村
長
　
　
本
村
で
減
免
措
置
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
税
条
例
で
規
定
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
。
現
行
法
令
の

中
で
収
益
事
業
を
行
っ
て
い
な
い
団

体
に
は
、
住
民
税
の
均
等
割
は
か

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
有
害
獣
処
理
加
工
施
設
の
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
。
エ
ゾ
シ
カ
肉
の

有
効
活
用
は
、
地
域
で
消
費
す
る
こ

と
が
一
番
の
安
定
的
運
用
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
方
策

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
昨
年
、
普
及
宣
伝
活

動
と
し
て
、
﹁
エ
ゾ
シ
カ
を
学
ぼ
う

ア
ニ
マ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
﹂
を
行

い
、
エ
ゾ
シ
カ
の
試
食
で
は
好
意
的

な
意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
今

後
は
大
人
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
っ
て
村
で
の
定
着
・
消
費
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
釧
路
短
期
大
学
の
岡
本
匡
代
准

教
授
に
よ
れ
ば
、
エ
ゾ
シ
カ
は
非
常

に
鉄
分
が
多
く
、
ミ
ネ
ラ
ル
も
豊
富

で
脂
質
が
低
く
素
晴
ら
し
い
食
材
と

の
話
で
す
。
ぜ
ひ
、
村
広
報
で
エ
ゾ

シ
カ
料
理
の
取
組
み
が
で
き
な
い
か

伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
消
費
さ
れ
る
に
は
良

い
肉
を
生
産
す
る
よ
う
に
猟
友
会
と

協
議
し
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
シ
カ
肉
の
栄
養
価
値
や
レ

シ
ピ
な
ど
は
村
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
Ｐ
Ｒ
し
、
北
海
道
で
制
定
し
て

い
る
﹁
シ
カ
肉
の
日
﹂
と
も
タ
イ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
普
及
宣
伝
に
は
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
観
光
客
に
食
べ
て
も
ら
う
た
め

に
商
工
会
と
連
携
し
た
地
域
素
材
の

仕
入
れ
の
補
助
制
度
が
あ
り
、
今

後
、
流
通
の
量
も
多
く
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
占
冠
村
商
工
振
興
事

業
の
平
成
22
年
実
績
は
４
店
18
万
２

６
１
９
円
で
、
参
加
店
舗
、
補
助
金

と
も
に
伸
び
て
い
ま
す
。
平
成
24
年

度
も
消
費
拡
大
に
努
め
、
こ
の
事
業

は
継
続
す
る
考
え
で
す
。

　
現
在
計
画
し
て
い
る
占
冠
Ｐ
Ａ
で

の
シ
カ
肉
を
使
っ
た
商
品
販
売
や
ト

マ
ム
リ
ゾ
ー
ト
の
方
に
も
使
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
お
願
い
し
て
お
り
、
村

の
特
産
品
と
し
て
広
が
り
も
期
待
し

て
い
ま
す
。

問
　
給
食
で
地
域
食
材
の
提
供
が
で

き
れ
ば
放
射
能
の
心
配
も
な
く
、
村

の
農
業
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と

思
い
ま
す
が
、
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
村
の
学
校
給
食
は
広

域
連
合
、
富
良
野
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
で
調
理
さ
れ
、
沿
線
市
町
村
の

広
い
エ
リ
ア
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
・
安
心

面
で
1
0
0
％
で
あ
れ
ば
い
い
で
す

が
、
市
場
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
現

状
も
あ
り
ま
す
。

問
　
現
在
、
学
校
給
食
で
占
冠
村
の

野
菜
や
食
材
が
提
供
さ
れ
て
い
る

か
、
あ
る
い
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
も
の
が
年
に
何
回
、
ど
の
く
ら
い

の
量
で
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

藤
本
教
育
長
　
ふ
る
さ
と
給
食
と
い

う
こ
と
で
、
平
成
23
年
度
は
10
月
７

日
に
し
い
た
け
の
水
煮
５
百
ｇ
が
30

個
、
冷
凍
エ
リ
ン
ギ
１
㎏
が
15
個
、

は
ち
み
つ
４
５
０
ｇ
が
３
個
、
10
月

13
日
に
、
し
い
た
け
の
水
煮
５
百
ｇ

が
40
個
、
え
の
き
だ
け
の
水
煮
５
百

ｇ
が
30
個
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
ふ
る
さ
と
給
食
の
主
旨
は
地
域

の
農
産
物
を
幅
広
く
使
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

藤
本
教
育
長
　
給
食
組
合
の
部
会
等

も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
ど
う
い
っ

た
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

問問

問

問問

問 問

中
村
村
長

中
村
村
長

問問問

中
村
村
長

中
村
村
長

中
村
村
長

中
村
村
長

中
村
村
長

中
村
村
長

中
村
村
長

２

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
税
の

　
　
　
　
　

減
免
措
置

３

エ
ゾ
シ
カ
肉
の
地
域
に

　
　

お
け
る
普
及
活
動
は

４

給
食
に
お
け
る

　

地
域
食
材
の
提
供
は

１

東
日
本
大
震
災
と

　
　
　
　
　

災
害
対
策

山 本 議 員

・
N
P
O
法
人
の
税
金
減
免
措
置
を

・
エ
ゾ
シ
カ
肉
の
普
及
活
動
は

藤
本
教
育
長

藤
本
教
育
長


